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区指定無形民俗文化財「大門餅つき」

あけましておめでとうございます。
区民の皆様には、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び

申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが2

類相当から5類へ引き下げられ、コロナ対策は大きな転換点
を迎えました。一方、エネルギー・食料品価格などの物価高
騰は、区民生活や社会経済活動に大きな影響を及ぼしており、
区は独自の緊急対策を講じてまいりました。
区議会では、区から提出された補正予算に対し、積極的な

審議などを通じて、区民の皆様の想いを区に届けてまいりま
した。今後も、区民の皆様一人ひとりの生活に寄り添い、区

政の諸課題の解決に全力で取り組んでまいります。
さて、区は令和8年度からの新たな基本計画を見据え、実

施計画である「いたばしNo．1実現プラン2025」を本年に改
訂する予定です。区議会としても、区民福祉の向上や持続可
能な地域社会の発展を促進し、また、社会環境の急速な変化
に対応した各種事業が展開されるよう、区政を後押ししてま
いりたいと考えております。
本年も、区議会に対する区民の皆様のご理解とご協力をお

願い申し上げますとともに、今年一年が良い年でありますよ
うお祈りし、新年のご挨拶といたします。

副議長
しば 佳代子

議長
田中 やすのり

令和5年第4回定例会（11月28日～12月14日）

●定例会では、区政の各分野における課題について、14名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を6～8面に掲載）。

●国の物価高騰対策による低所得世帯などへの追加支援に要する経費などに関する令
和5年度一般会計補正予算（第5号）など区長提出議案20件を可決し、議員提出議
案は1件を可決しました（詳細は2面に掲載）。
●陳情は3件を採択、16件を不採択としました（詳細は2面に掲載）。

○ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画配信がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料はホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索

主 な 掲 載 内 容
議案・陳情の審議結果 2

常任委員会レポート 3

「新春に抱負を語る」 4～5

区政への一般質問（要旨） 6～8

議会トピックス 8



補正額 64億4，900万円

福祉費
産業
経済費

産業
経済費

教育費

一般会計補正予算（第5号）

国の物価高騰対策による低所得世帯などへの追加
支援に要する経費

○いたばし生活支援臨時給付金支給経
費 57億8，840万円
第2号補正で実施した、1世帯あたり
3万円給付の追加支給として、住民税
非課税世帯などへ1世帯あたり7万円
の給付金を支給するための経費

物価高騰の影響を受けている区民及び区内事業者の支援に要する経費

○キャッシュレス決済推進事業
5億2，700万円

「いたばしPay」のユーザー数の拡大に伴
い、キャッシュレス決済額・ポイント還
元額などが大幅に増加する見込みである
ため増額するほか、6年2月に利用者還
元キャンペーンを実施するための経費

○産業融資利子補給、信用保証料補助
1億1，874万6千円

事業活動に支障が出ている区内中小
企業者などを対象に実施している
「経営安定化特別融資」について、
融資あっせん申込みの受付期間を6
年3月末まで延長するための経費

○学校給食費無償化経費
1，485万4千円

アレルギーなどによる弁当持参者及
び特別支援学校通学者に対し、5年
9月から6年3月末まで、給食費相
当額の補助を行うための経費

可
決
し
た
主
な
議
案

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は2月下旬にホームページや区議会事務局、図書館、区政資料室で閲覧
できます。

第4回定例会の審議結果

■議案・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、退＝退席

件名
会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 民主
クラブ 共産党

日本
維新の会

いたばし
未来 参政党 無所属議員

（１５） （１０） （７） （７） （２） （２） （１） （１）

区
長
提
出
議
案

予算 令和５年度一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

原案
可決条

例

職員の高齢者部分休業に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の自己啓発等休業に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区営住宅条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
国民健康保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立学校設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立幼稚園条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
区長及び副区長の給料等に関する条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇６

退１ × × × 〇 〇
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

そ
の
他

区立上板橋第一中学校解体工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決

（仮称）区営仲宿住宅改築工事請負契約の一部変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区営住宅及び区改良住宅の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立ふれあい館の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立中台ふれあい館の指定管理者の指定の期間の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立シニア学習プラザの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区道の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提

出
議
案

意
見
書

固定資産税及び都市計画税の軽減措置継続に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決

陳
情

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

採択
志村小学校・志村第四中学校 小中一貫型学校の学区内の保護者向け説明会の実施を求める陳情
第３項 日程配慮及び周知の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東武練馬駅バリアフリー化の促進に関わる陳情（エレベーター設置の件） × 〇 〇５
退２ 〇 × 〇 × ×

消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める意見書を政府等に
提出することを求めることに関する陳情 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

不採択

潜在看護師を活用する意見書提出に関する陳情 × × × 〇 × × × ×
現行の健康保険証の存続を求める陳情 × × 〇６

退１ 〇 × 〇 〇 〇
「志村小学校・志村第四中学校 小中一貫型学校改築基本設計説明会及び東京都中高層建
築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例に基づく説明会」の再開を求める陳情 × × ×５

退２ 〇 〇 〇 〇 ×

志村小学校・志村第四中学校 小中一貫型学校の学区内の保護者向け説明会の実施を求める陳情
第１項 保護者向け説明会の件 第２項 教室型説明会実施の件 × × 〇６

退１ 〇 〇 〇 〇 ×

福祉事務所の在り方に関する陳情 × × ×６
退１ 〇 × 〇 × ×

国民健康保険料に関する陳情
第１項 意見書提出の件 第３項 保険料負担軽減の件 × × 〇５

退２ 〇 × 〇 × ×

国民健康保険料に関する陳情
第２項 半額対象拡大の件 × × 〇６

退１ 〇 × 〇 × ×

住民の意向（民意）が充分に反映された都市計画の策定と実施を求める陳情
第１項 情報公開の件 × × ×６

退１ 〇 × × × ×

住民の意向（民意）が充分に反映された都市計画の策定と実施を求める陳情
第２項 多角的意見反映の件 × × ×６

退１ 〇 × 〇 × ×

乳幼児健診の実施時間に関する陳情 × × × 〇 〇 〇 × 〇
第９期介護保険事業計画に関する陳情 × × 〇６

退１ 〇 × 〇 〇 〇
教育長出席による再度の「志村小学校・志村第四中学校 小中一貫型学校改築工事に関す
る説明会」開催を求める陳情 × × ×５

退２ 〇 〇 〇 〇 ×

気候危機への対策と、持続可能な社会の構築のために、脱原発、脱炭素と再生可能エネル
ギー推進を求める陳情 × × 〇６

退１ 〇 × 〇 × ×

後期高齢者医療保険料に関する陳情 × × 〇５
退２ 〇 × × × ×

徳丸地域における生活環境改善のため「りんりんGO」路線の拡充整備等をもとめる陳情
第１項 路線拡充整備の件 第２項 運転手確保の件 第３項 高齢者等運賃軽減の件
第４項 乗継割引の件

× × × 〇 × × × ×

徳丸地域における生活環境改善のため「りんりんGO」路線の拡充整備等をもとめる陳情
第５項 乗り合いタクシー等の件 × × × 〇 × 〇 × 〇

東武練馬駅バリアフリー化の促進に関わる陳情（ホームドアの早期設置等の件） × × × 〇 × × × ×

令和6年（２０２４年）１月１日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第207号



今
定
例
会
で
は
、
議
案
9
件
と

陳
情
1
件
を
審
査
し
、
7
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）は
、
国
の
物
価
高
騰

対
策
に
よ
る
低
所
得
世
帯
な
ど
へ

の
追
加
支
援
な
ど
を
行
う
た
め
、

総
額
64
億
4
千
900
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
臨
時
給
付
金
に
つ
い
て
、
区

独
自
に
金
額
を
上
乗
せ
す
る
検
討

は
し
た
か
。

答
区
独
自
に
対
象
の
範
囲
を
拡

大
す
る
方
針
の
た
め
、
金
額
の
上

乗
せ
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ
る
弁

当
持
参
者
や
特
別
支
援
学
校
通
学

者
の
給
食
費
補
助
の
申
請
方
法
は
。

答
保
護
者
が
教
育
委
員
会
事
務

局
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

区
民
及
び
区
内
事
業
者
の
支
援

と
い
う
必
要
不
可
欠
な
補
正
措
置

で
あ
る
た
め
賛
成
。
賛
成
だ
が
臨

時
給
付
金
は
、
さ
ら
な
る
対
象
の

拡
大
や
金
額
の
上
乗
せ
も
検
討
す

べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

「
い
た
ば
し
№
１
実
現
プ
ラ
ン

２
０
２
５
」
改
訂
版（
素
案
）に
つ

い
て
は
、
6
年
度
・
7
年
度
の
事

業
量
や
経
費
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、

次
期
板
橋
区
基
本
計
画
を
見
据
え
、

改
訂
す
る
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
公
共
施
設
に
関
わ
る
部
分
は

区
民
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
、
区

民
参
画
が
必
要
で
は
。

答
広
く
区
民
か
ら
意
見
を
聞
く

手
法
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

し
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

今
定
例
会
で
は
、
陳
情
2
件
を

審
査
し
、
4
件
の
報
告
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
対
し
各
委
員

が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
報
告
事
項

令
和
５
年
度
区
立
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
及
び
管
理

運
営
業
務
に
係
る
評
価
結
果
に
つ

い
て
は
、
効
率
的
な
運
営
や
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
な
ど
、

適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
評
価
・
検
証
を
行
っ
た
結
果

の
報
告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
二
次
評
価
に
お
い
て
、「
板

橋
モ
デ
ル
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
て
ほ
し
い
」
と
の
記
載
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
企
業
の
困
り
事
に
細
か
く
対

応
し
、
よ
り
寄
り
添
っ
た
支
援
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
で

く

あ
る
と
汲
み
取
っ
て
い
る
。

問
評
価
委
員
会
の
構
成
委
員
5

名
の
う
ち
1
名
が
利
用
者
代
表
と

な
っ
て
い
る
。
選
考
基
準
は
。

答
セ
ン
タ
ー
を
多
く
利
用
し
、

資
源
を
活
用
し
て
い
る
方
を
選
ん

で
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に

つ
い
て
深
く
熟
知
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

■
報
告
事
項

「
い
た
ば
し
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

３
０
」
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果
及
び
最
終

案
に
つ
い
て
は
、
5
年
9
月
25
日

か
ら
10
月
10
日
に
か
け
て
実
施
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

及
び
最
終
報
告
原
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
と
併
せ
て

報
告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
団
体
や
当

事
者
と
意
見
交
換
や
情
報
提
供
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

答
役
員
会
・
運
営
委
員
会
に
諮

り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
広
め
る
方
法
に

つ
い
て
、
検
討
を
深
め
て
い
く
。

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

な
ど
を
審
査

令
和
5
年
度
区
立
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
及
び

管
理
運
営
業
務
に
係
る
評
価
結
果
に
つ
い
て
な
ど
を
質
疑

企
画
総
務
委
員
会（
11
月
29
日
、12
月
1
日
、14
日
）

区
民
環
境
委
員
会（
12
月
1
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
3
件
と

陳
情
8
件
を
審
査
し
、
3
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
ふ
れ
あ
い
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
仲
町
・

徳
丸
・
志
村
・
高
島
平
ふ
れ
あ
い

館
に
つ
い
て
、
6
年
4
月
か
ら
の

5
年
間
に
お
け
る
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
事
業
者
の
選
定
で
は
、
区
内

事
業
者
加
算
に
よ
り
、
最
終
的
な

順
位
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。
審

査
の
仕
組
み
に
つ
い
て
見
解
は
。

答
区
内
事
業
者
の
育
成
な
ど
を

目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
加
算

し
た
総
合
点
で
判
断
し
て
い
る
こ

と
は
、
一
定
適
正
と
考
え
て
い
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

賛
成
だ
が
引
き
続
き
公
平
性
・

競
争
性
の
あ
る
入
札
制
度
の
実
現

に
取
り
組
む
べ
き
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
審
査

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
出
産
被
保
険

者
の
保
険
料
の
減
額
に
係
る
規
定

を
加
え
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
は

減
額
さ
れ
る
が
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
の
保
険
料
負
担
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
の
国
民
健
康
保
険
法
の

規
定
に
よ
り
、
0
歳
の
子
ど
も
で

も
保
険
料
の
負
担
は
あ
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

必
要
な
条
例
改
正
で
あ
り
賛
成
。

賛
成
だ
が
対
象
者
が
確
実
に
申
請

で
き
る
よ
う
周
知
を
徹
底
す
べ
き

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

区
立
ふ
れ
あ
い
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

な
ど
を
審
査

健
康
福
祉
委
員
会（
12
月
1
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
4
件
と

陳
情
3
件
を
審
査
し
、
2
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
制
度
及
び
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

使
用
申
込
者
の
資
格
に
係
る
規
定

を
改
め
る
ほ
か
、
仲
宿
住
宅
の
設

置
に
係
る
規
定
の
追
加
な
ど
、
所

要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
常
時
介
護
を
必
要
と
し
、
か

つ
居
宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
方
が
単
身
で
申
し
込
む
場

合
、
利
用
で
き
る
間
取
り
は
。

答
今
回
の
改
正
の
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
1
Ｄ
Ｋ
で
考
え
て
い
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

必
要
な
改
正
で
あ
る
と
し
て
賛

成
。
低
廉
な
家
賃
で
住
め
る
住
宅

の
拡
充
が
必
要
と
し
て
反
対
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も

っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
審
査

区
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

6
年
4
月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け

る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
プ
レ
ゼ
ン
で
自
治
会
の
高
齢

化
へ
の
対
応
の
提
案
は
あ
っ
た
か
。

答
敷
地
内
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
、
高
齢
者
と
若
者
の
交
流
機
会

を
設
け
る
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

適
切
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
選
定

さ
れ
た
と
し
て
賛
成
。
賛
成
だ
が

入
居
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
き

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も

っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
ど
を
審
査

都
市
建
設
委
員
会（
12
月
4
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
4
件
と

陳
情
3
件
を
審
査
し
、
8
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
保
護
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
預
か
り
保
育
の

標
準
利
用
の
利
用
区
分
を
改
め
、

当
該
利
用
区
分
に
係
る
預
か
り
保

育
利
用
料
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要

の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
利
用
料
の
算
出
根
拠
は
。

答
高
島
平
地
区
の
私
立
幼
稚
園

5
園
及
び
近
隣
区
の
豊
島
区
と
練

馬
区
の
保
育
料
を
参
考
に
し
た
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

時
間
を
区
切
っ
た
料
金
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
時
間

で
も
利
用
し
や
す
く
な
る
た
め
賛

成
。
賛
成
だ
が
運
営
側
の
事
務
負

担
の
軽
減
に
も
努
め
る
べ
き
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
審
査

区
立
シ
ニ
ア
学
習
プ
ラ
ザ
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

6
年
4
月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け

る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
選
定
事
業
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の

評
価
が
高
い
要
因
は
。

答
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
職
業

体
験
や
語
学
学
習
、
大
人
の
美
術

講
座
な
ど
の
具
体
的
な
企
画
の
提

案
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

以
前
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
団

体
で
実
績
が
十
分
あ
る
た
め
賛
成
。

賛
成
だ
が
応
募
が
1
団
体
だ
け
だ

っ
た
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

区
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
ど
を
審
査

文
教
児
童
委
員
会（
11
月
29
日
、12
月
4
日
、5
日
）

◆区議会で取り扱う事項は件数が多く、内容も広い分野にわたることから、専門
的・効率的に審査や調査を行うため、分野ごとに常任委員会を設けています。
◆第4回定例会で各委員会に付託された議案や陳情について、審査した内容など
の一部を紹介します。

常任委員会レポート
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第207号（４）い た ば し 区 議 会 だ よ り（５）令和6年（２０２４年）１月１日

板 橋 区 議 会
公 明 党

板 橋 区 議 会
自由民主党議員団

新年あけましておめでとうございます。
昨年は新型コロナ感染症が5類とな

り、新たな生活スタイルが求められる
ようになりました。一方、急速な物価
高騰、少子高齢化など課題は山積して
おり、この状況への対応として的確・
適切な経済支援、区民の皆様に寄り添
う政策が必要と考えます。公明党のネ
ットワーク力を存分に発揮し、「大衆
とともに」の原点を胸に、全力で区民
生活を守り、誰もが安心して暮らしや
すい、そして住み続けられる板橋区を
めざしてまいります。本年も、区民の
皆様の声を区政に届けてまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

「大衆とともに」寄り添う社会の
実現に向けて！

新年あけましておめでとうございます。
きのえたつ

本年の干支は「 甲辰」です。生命
や物事の始まりを意味し、「これから
の成長をより発展させていく」といっ
た願いが込められています。
自民党議員団においても、引き続き
コロナ後の日常生活を取り戻していく
よう尽力するとともに、新たな時代に
向けた持続可能な区政運営に努め、未
来ビジョンを提示できるよう、精進し
てまいります。
末筆になりますが、区民の皆様のご
多幸とご発展を心より祈念いたします。
本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。

新たな成長の年
ビジョンのある持続可能な区政運営を!

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

田中 いさおいしだ 圭一郎成島 ゆかり鈴木 こうすけ川口 雅敏中村 とらあき田中 しゅんすけ佐々木 としたか

間中 りんぺい山田 たかゆき長瀬 達也田中 やすのり元山 芳行大野 治彦
実正 やすゆきいがらし 学わたなべ 一美寺田 ひろしさかまき 常行しば 佳代子

い た ば し
未 来 会 議

日 本 維 新 の 会
板橋区議会議員団ひはら みちこ近藤 タカヒロ木田 おりべ一島 ひろし横川 たかゆき内田 けんいちろう

新年明けまして
おめでとうございます

区民の皆さまとともに
改革を進めてまいります!日 本 共 産 党

板橋区議会議員団
民 主 ク ラ ブ
（立憲民主党・国民民主党・社会民主党）

幹
事
長

幹
事
長 日々の子育てや生活で

感じるモヤモヤは、地方
政治で変えられる。
赤ちゃんから高齢者、

国籍や障がいの有無を超
えて、共生できる地域社
会の実現をめざしていき
ます。

私たちは、子育て当事
者2人で組んだ会派です。
一人ひとりの声を政策に
反映し、区政を身近に。
定例会毎に、インスタラ
イブを開催するので、ぜ
ひ、ご覧ください♪今年
もよろしくお願いします。

新年あけましておめで
とうございます。
昨年は、4月に統一地

方選挙が執行され、日本
維新の会として、初めて
板橋区での議席をお預か
りさせていただくことが
できました。
区民の皆さまの御負託

にお応えできますよう、
より開かれた議会をめざ
し、その職責を果たして
いく所存でございます。
本年も、皆さまの一層

の御指導・御支援を賜り
ますようよろしくお願い
申し上げます。

幹
事
長

幹
事
長

竹内 愛おなだか 勝

副
幹
事
長

副
幹
事
長

井上 温子大森 大

副
幹
事
長いわい 桐子小林 おとみ石川 すみえ中妻 じょうた五十嵐 やす子おばた 健太郎

大野 ゆか小野 ゆりこ

無 所 属 議 員参 政 党小柳 しげる山内 えり荒川 なお岩永 きりんくまだ 智子高沢 一基

物価高騰から区民の暮らしを守る
区政を

今年度2・3学期限定で始まった
『区立学校給食費無償化』は、来年度
以降も継続される見通しとなりました。
皆さんの声が区政を動かす力になって
います。引き続き、すべての子どもた
ちの給食費を無料にできるよう取り組
んでまいります。
区民生活は長引くコロナ禍に加え、

物価上昇の影響で深刻さを増していま
す。一方で、区の基金が昨年度末時点
で1，144億円に到達するなど、財政に
ゆとりが生まれています。区議団は、
区の財政力を生かし、命・暮らし・平
和を守る区政の実現に力を尽くします。
本年もよろしくお願いします。

今こそ！
区民の暮らしが第一の区政を

明けましておめでとうございます。
昨年5月に新型コロナウイルス感染
症が5類感染症に位置付けられ、少し
ずつではありますが、日常が戻ってま
いりました。しかし、世界的なエネル
ギー価格高騰や急激な物価高などによ
り、区民の皆さまの生活に大きな影響
が出ている状況が続いています。そう

いった中、これまで以上に皆さまお一
人おひとりの声に寄り添い、前例にと
らわれずに必要な政策を実施し、区民
の皆さまの暮らしや生活を第一に考え
る区政の実現に尽力してまいります。
本年もどうぞよろしくお願いいたし

ます。

新年おめでとう
ございます。
その人らしい暮

らしができる介護
・障がい者施策の
実施をはじめ、皆
様のお声を区政に
つなげてまいりま
す。

新年おめでとう
ございます。区政
と国政を繋ぐ架け
橋として、様々な
問題を皆様と共に
学び、一緒に声を
上げていきます。
今後とも気軽にお
声がけください。 しいな ひろみ坂田 れい子



◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
2
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支
援

学
級
の
設
置
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
立
小
中
学
校
に
設

置
す
る
こ
と
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、

把
握
状
況
は
。

【
教
育
長
】
特
別
支
援
教
室
な
ど

の
教
職
員
に
対
し
、
対
象
と
な
り

う
る
児
童
・
生
徒
に
係
る
調
査
を

し
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
伺
わ
れ
た
。

【
質

問
】
設
置
に
向
け
た
議
論

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

【
教
育
長
】
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

よ
り
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

が
参
加
で
き
る
場
の
拡
充
に
つ
い

て
、
現
状
認
識
と
今
後
の
方
針
は
。

【
区

長
】
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
成
果
を
生
か
せ
る
場

へ
の
参
加
者
が
限
ら
れ
て
い
る
点

が
課
題
で
あ
る
。
先
進
事
例
も
調

査
し
、
認
知
症
の
方
が
生
活
し
や

す
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

周
知
啓
発
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
医
療
機
関
へ
の
周
知

啓
発
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

【
区

長
】
区
内
約
380
の
医
療
機

関
に
向
け
て
、
制
度
内
容
や
必
要

な
配
慮
な
ど
の
周
知
を
行
っ
た
。

現
在
、
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
の
制
作

を
進
め
て
お
り
、
効
果
的
な
周
知

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
気
候
危
機
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

岩
永
き
り
ん

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

保
育
士
の
労
働
環
境
を
問
う

【
質

問
】
区
立
保
育
園
に
お
け

る
開
所
前
の
業
務
と
勤
務
開
始
時

間
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
施
設
の
解
錠
や
端
末

の
立
ち
上
げ
な
ど
の
業
務
を
当
番

保
育
士
や
保
育
補
助
員
が
行
っ
て

い
る
。
勤
務
開
始
時
間
は
労
使
合

意
の
も
と
に
設
定
し
て
お
り
、
保

育
園
の
現
場
か
ら
も
、
実
態
に
即

し
た
体
系
で
あ
る
と
好
意
的
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

【
質

問
】
園
外
活
動
に
お
け
る

緊
急
時
の
保
育
士
と
園
と
の
連
絡

手
段
に
つ
い
て
、
現
状
と
見
解
は
。

【
区

長
】
緊
急
時
に
は
、
や
む

を
得
ず
職
員
所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
も
想

定
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、

条
例
に
基
づ
き
、
通
信
費
の
相
当

額
が
支
給
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｘ
化
を
は

じ
め
と
し
た
連
絡
手
段
の
あ
り
方

を
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

障
が
い
児
の
手
当
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
所
得
制
限
の
廃
止
の
検
討
を
。

【
区

長
】
区
の
手
当
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
所
得
制
限
を

廃
止
す
る
予
定
は
な
い
。
ま
た
、

国
や
都
に
対
し
て
は
機
会
を
捉
え
、

意
見
を
上
げ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
跡
地
と
大
山
公
園
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

く
ま
だ
智
子

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
環
境
省
は
、
個
人
情

報
に
配
慮
の
う
え
、
積
極
的
に
石

綿
事
前
調
査
結
果
報
告
書
を
開
示

す
べ
し
と
の
見
解
だ
っ
た
。
上
板

橋
駅
南
口
再
開
発
の
解
体
工
事
の

大
半
は
区
と
国
か
ら
の
公
費
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
報
告
書
の
開
示
を

再
開
発
組
合
に
強
く
要
求
す
べ
き
。

【
区

長
】
報
告
書
の
記
載
内
容

は
、
現
地
の
立
入
検
査
で
区
が
確

認
な
ど
を
し
て
お
り
、
開
示
に
つ

い
て
は
再
開
発
組
合
が
判
断
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
質

問
】
大
気
汚
染
防
止
法
の

改
正
に
基
づ
き
、
事
前
調
査
結
果

の
報
告
制
度
が
変
更
さ
れ
、
概
要

版
の
報
告
書
の
み
の
開
示
と
な
っ

た
。
従
前
の
仕
組
み
に
戻
す
べ
き
。

【
区

長
】
法
に
基
づ
く
制
度
が

あ
る
中
で
、
従
前
の
報
告
の
仕
組

み
に
戻
す
考
え
は
な
い
が
、
作
業

が
安
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
指
導
に
あ
た
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
大
気
汚
染
防
止
法
の

不
備
、
制
度
の
機
能
不
全
が
明
確

と
な
っ
た
と
考
え
る
。
ア
ス
ベ
ス

ト
の
指
導
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
。

【
区

長
】
現
在
の
要
綱
で
、
事

業
者
が
行
う
周
知
や
公
害
防
止
措

置
な
ど
を
定
め
て
お
り
、
条
例
制

定
の
考
え
は
な
い
が
、
引
き
続
き

事
業
者
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
重
要
土
地
利
用

規
制
法
、
女
性
支
援
新
法
、
子
ど

も
の
居
場
所
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た

五
十
嵐
や
す
子

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

社
会
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

【
質

問
】
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
準
備
基
金
35
億
円
を
投
じ
、

不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
て
値
上
げ
を
阻
止
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
独
自
の
公
費
投
入

は
行
わ
な
い
も
の
の
、
保
険
料
の

急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
よ
う
、
基

金
を
適
切
に
活
用
し
て
い
く
。

大
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
都
、
区
、
東
武
鉄
道

な
ど
関
係
機
関
の
合
同
説
明
会
を

定
期
的
に
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
地
区
内
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
や
パ
ネ
ル
展

の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
合
同

説
明
会
は
予
定
し
て
い
な
い
。

校
則
の
撤
廃
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
校
任
せ
に
せ
ず
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
標
準
服
、

頭
髪
、
髪
色
を
強
制
す
る
校
則
は

撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
教
育
長
】
現
在
の
社
会
情
勢
に

鑑
み
、
不
必
要
な
決
ま
り
に
つ
い

て
は
撤
廃
や
改
正
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
児
童
・
生
徒
の
社
会
参
画
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
に
助
言
し
て
い
く
。

高
齢
者
向
け
の
空
き
家
の
借
上
げ

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
が
空
き
家
を
借
り

上
げ
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
ま
い
を
確
保
す
べ
き
。

【
区

長
】
新
た
に
空
き
家
・
空

き
室
を
借
り
上
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

中
丸
町
・
南
町
地
域
に
図
書
館
機

能
の
設
置
を
求
め
て

【
質

問
】
図
書
館
の
圏
域
か
ら

離
れ
た
地
域
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、

集
会
所
な
ど
に
本
の
予
約
・
受
取

・
返
却
が
で
き
る
仕
組
み
や
返
却

ポ
ス
ト
を
早
急
に
設
置
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
中
丸
町
・
南
町
の
み

な
ら
ず
、
区
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や

各
地
域
の
特
性
な
ど
を
考
慮
し
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、「
ガ
ザ
で
の
戦

闘
行
為
中
止
と
即
時
停
戦
を
」
の

声
を
板
橋
か
ら
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

山

内

え

り

（
共
産
党
）

生
活
支
援
給
付
金
の
対
象
拡
大
と

早
期
実
施
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
独
自
で
本
人
非
課

税
者
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
5
年

末
ま
で
に
支
給
す
べ
き
。

【
区

長
】
支
給
対
象
者
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
が
示
さ

れ
た
う
え
で
検
討
を
行
う
。
非
課

税
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
の

方
針
を
確
認
後
、
早
期
に
支
給
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

教
員
の
長
時
間
労
働
の
解
消
を

【
質

問
】
学
校
に
お
い
て
「
長

ま
ん

時
間
労
働
の
蔓
延
」「
病
気
に
よ
る

休
職
者
の
増
加
」「
若
者
の
教
職
の

敬
遠
」
と
い
う
状
況
が
広
が
っ
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
授
業
以
外
の
業
務
の

一
方
的
な
増
加
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
り
、

教
員
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
を
招
く

一
因
と
思
わ
れ
る
。
教
員
採
用
試

験
の
受
験
者
の
減
少
は
、
教
員
の

厳
し
い
労
働
状
況
な
ど
が
そ
の
要

因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

【
質

問
】
特
別
区
教
育
長
会
が

都
に
求
め
て
い
る
授
業
コ
マ
数
が

実
現
す
る
と
、
教
員
の
長
時
間
労

働
は
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
る
か
。

【
教
育
長
】
一
人
あ
た
り
の
週
あ

た
り
授
業
時
数
は
、
小
学
校
高
学

年
で
約
6
時
間
分
、
中
学
校
で
約

5
時
間
分
の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
。

「
重
要
土
地
等
調
査
規
制
法
」
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
内
閣
府
と
区
と
の
意

見
交
換
の
時
期
や
内
容
、
方
法
は
。

【
区

長
】
文
書
に
よ
り
意
見
聴

取
が
あ
り
、
5
年
10
月
2
日
に
回

答
し
た
。
内
容
は
地
域
の
地
理
的

情
報
、
開
発
計
画
な
ど
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

※
以
上
の
ほ
か
、
経
済
の
底
上
げ

の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
賃
金

の
引
き
上
げ
を
、
障
が
い
者
・
高

齢
者
の
権
利
擁
護
を
（
成
年
後
見

制
度
）、
地
域
の
公
共
交
通
と
し

て
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
維
持
・
拡
充
を
公
的
責
任
で
、

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
解
消
に

向
け
て
（
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
助
成
）
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

小
林
お
と
み

（
共
産
党
）

児
童
相
談
所
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
児
童
相

談
所
の
相
談
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
が

よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
、
区
民

に
と
っ
て
利
便
性
が
高
ま
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
区
民
に
と
っ
て
よ
り

身
近
な
場
所
で
子
育
て
相
談
な
ど

が
で
き
る
よ
う
、
相
談
拠
点
の
拡

充
を
検
討
し
て
い
く
。

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
の

区
内
設
置
を
求
め
て

【
質

問
】
設
置
計
画
を
具
体
的

に
立
て
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

見
解
は
。

【
区

長
】
道
徳
や
人
道
・
人
権

な
ど
の
観
点
か
ら
課
題
が
あ
り
、

設
置
に
関
し
て
の
研
究
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

「
虐
待
サ
バ
イ
バ
ー
」へ
の
支
援
を

【
質

問
】
支
援
の
方
針
や
計
画

の
立
案
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
法
律
的
な
定
義
が
な

い
こ
と
か
ら
、
虐
待
サ
バ
イ
バ
ー

に
限
定
し
た
支
援
や
計
画
立
案
の

検
討
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

※
以
上
の
ほ
か
、
里
親
制
度
、
児

童
福
祉
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

大

森

大

（
日
本
維
新
の
会
）

一
般
質
問
11月28日
11月29日
本会議

慈恵病院（熊本市）に設置されている
「こうのとりのゆりかご」
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子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
公
園
づ
く
り
を
通
じ

た
民
主
主
義
教
育
の
推
進
と
、
子

ど
も
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
の
活
用
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
様
々
な
施
策
に
子
ど

も
の
声
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
活
用
な
ど
を
含

め
、
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き

る
公
園
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
。

【
区

長
】
部
活
動
の
地
域
移
行

も
あ
り
、
多
様
な
施
設
の
活
用
も

見
逃
せ
な
い
要
素
。
ま
た
、
ル
ー

ル
を
守
る
意
識
醸
成
に
、
全
庁
的

な
体
制
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
在
宅
療
養
に
係
る
施

策
の
充
実
の
た
め
に
は
、
在
宅
の

看
取
り
率
を
把
握
す
べ
き
。

【
区

長
】
自
宅
死
亡
件
数
は
把

握
可
能
だ
が
、
死
亡
に
至
る
ま
で

の
状
況
が
わ
か
ら
ず
、
療
養
上
の

困
り
ご
と
を
知
る
こ
と
も
難
し
い
。

様
々
な
指
標
を
活
用
し
、
施
策
評

価
や
企
画
立
案
を
行
っ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
保
育
・
子
育
て

支
援
策
の
今
後
、
障
が
い
者
等
の

支
援
策
の
運
用
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
を
問
う

【
質

問
】
区
長
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
研
修
受
講
の
有
無
と
、
所
感

に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修

を
受
講
し
た
。
研
修
を
通
じ
、
悩

み
を
持
つ
人
に
寄
り
添
い
、
傾
聴

に
努
め
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
を
踏
ま
え
た

子
ど
も
政
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

【
質

問
】
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
に
向
け
、
子
ど
も
政
策

の
さ
ら
な
る
推
進
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
現
在
、「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
機
能
の
検
討
な
ど

を
組
織
横
断
的
に
行
っ
て
い
る
。

区
民
の
わ
か
り
や
す
さ
や
利
便
性

を
高
め
る
視
点
も
重
視
し
な
が
ら
、

綿
密
な
組
織
連
携
を
図
れ
る
体
制

の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
の
夜
間

利
用
時
間
の
変
更
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
多
様
な
団
体
の
活
動

が
活
性
化
し
、
意
見
の
集
約
が
な

さ
れ
、
よ
り
良
い
区
の
方
向
性
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
利
用
時
間
を

変
更
す
べ
き
。

【
区

長
】
活
動
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
、
利
用
時
間
の
延
長

を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

荒
川
水
系
の
流
域
治
水
対
策
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
河
川
氾
濫
対
策
は
、

河
川
近
辺
に
住
む
方
々
だ
け
で
な

く
、
河
川
か
ら
離
れ
た
場
所
に
住

む
流
域
の
全
住
民
一
人
ひ
と
り
が

行
っ
て
い
く
べ
き
。

【
区

長
】
流
域
に
関
わ
る
す
べ

て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
う
こ
と
で
、
豪
雨
に
よ
る
河
川

氾
濫
の
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

板
橋
区
の
危
機
管
理
を
問
う

【
質

問
】
水
害
を
は
じ
め
と
し

た
災
害
を
治
め
る
方
策
を
。

【
区

長
】
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
化
す
る
た
め
、
今
後
も
万
全

の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
仮
に

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
自

ら
先
頭
に
立
ち
、
災
害
対
応
の
指

揮
を
と
っ
て
い
く
。

井

上

温

子

ひ
は
ら
み
ち
こ

（
い
た
ば
し
未
来
）

（
自
民
党
）

消
防
団
に
対
す
る
支
援
を
問
う

【
質

問
】
消
防
団
へ
の
入
団
促

進
施
策
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
区
民
防
災
大
学
参
加

者
に
入
団
案
内
を
配
付
す
る
な
ど
、

入
団
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

道
路
保
全
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
を

【
質

問
】
業
務
の
改
善
と
効
率

化
の
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
道
路
保
全

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
べ
き
。

【
区

長
】
道
路
事
業
の
Ｄ
Ｘ
化

の
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

3
年
度
に
ロ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
実
験
運
用
を
実
施
し
て
い
る
。

通
報
シ
ス
テ
ム
も
現
在
、
実
用
化

に
向
け
た
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
の
業
務
負
担
軽
減
策
を
問
う

【
質

問
】
業
務
負
担
軽
減
の
た

め
、
経
験
が
浅
い
職
員
の
ス
キ
ル

向
上
策
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
現
行
施
策
以
外
で
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
施
策
は
あ
る
か
。

【
区

長
】
児
童
福
祉
司
や
児
童

心
理
司
な
ど
の
専
門
職
に
対
し
、

区
独
自
で
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
任
期

付
職
員
な
ど
が
経
験
の
浅
い
職
員

へ
様
々
な
助
言
を
行
う
な
ど
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
充
実
に
よ
る
人
材
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

離
婚
後
原
則
共
同
親
権
を
問
う

【
質

問
】
国
が
離
婚
後
単
独
親

権
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
中
、

子
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
離

婚
後
原
則
共
同
親
権
を
採
用
す
べ

き
と
考
え
る
。
区
長
の
見
解
は
。

【
区

長
】
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
法
制
度
が
変
更
さ
れ
る

場
合
は
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

障
が
い
者
向
け
移
動
支
援
事
業
の

拡
充
を
求
め
て

【
質

問
】
自
宅
か
ら
就
労
先
へ

の
移
動
も
支
援
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
時
点
で
運
用
を
改

め
る
予
定
は
な
い
が
、
課
題
は
認

識
し
て
お
り
、
今
後
の
国
な
ど
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
の
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

木
田
お
り
べ

（
自
民
党
）

人
材
確
保
の
た
め
の
施
策
を
問
う

【
質

問
】
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
て
い
く
状
況
に
お
い
て
、
優

秀
な
区
職
員
の
確
保
は
課
題
と
な

る
が
、
取
組
方
法
は
。

【
区

長
】
区
独
自
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
を
、
民
間
の
就
職
説
明

会
や
大
学
の
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
、
区
で
働

く
こ
と
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
立
学
校
校
則
の
見

直
し
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
た
校
則
の
見
直
し
状
況
は
。

【
教
育
長
】
生
徒
の
要
望
を
基
に
、

生
徒
会
役
員
な
ど
に
よ
る
組
織
を

立
ち
上
げ
、
校
則
か
ら
服
装
に
関

す
る
細
か
い
規
定
を
廃
止
し
た
学

校
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち

込
め
る
よ
う
校
則
を
改
定
し
た
学

校
が
あ
る
。

【
質

問
】
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
の

時
間
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
子
ど
も

た
ち
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
直

接
意
見
を
聞
く
べ
き
。

【
教
育
長
】
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
は

多
く
の
区
民
に
影
響
が
あ
る
た
め
、

子
ど
も
の
意
見
の
聴
取
に
あ
た
っ

て
は
、
新
た
な
運
用
の
検
討
に
資

す
る
も
の
と
な
る
よ
う
対
象
や
方

法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
教
育
委
員
会
が
実
施

す
る
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
具
体

的
な
施
策
は
。

【
教
育
長
】
保
護
者
や
区
民
が
自

由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

専
門
家
に
よ
る
子
育
て
講
座
の
動

画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
。

若
者
の
社
会
参
画
を
問
う

【
質

問
】
選
挙
に
つ
い
て
、
若

者
向
け
の
啓
発
活
動
や
、
駅
前
の

商
業
施
設
と
い
っ
た
利
便
性
の
高

い
場
所
へ
の
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

【
選
管
局
長
】
5
年
4
月
の
統
一
地

方
選
挙
で
は
、
無
印
良
品
板
橋
南

町
22
に
お
い
て
、
絵
本
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
引
き
続

き
、
区
内
商
業
施
設
と
協
議
を
進

め
、
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
に

努
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
障

が
い
者
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

介
護
予
防
の
拠
点
の
整
備
を

【
質

問
】
高
島
平
の
豊
富
な
医

療
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
に
併
せ
て
、
介
護
予
防
の

拠
点
整
備
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
介
護
予
防
や
多
世
代

の
交
流
な
ど
、
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
健
康
福
祉
）
の
拠
点
整
備
に
つ

い
て
、
医
師
会
病
院
な
ど
の
豊
富

な
資
源
を
生
か
す
視
点
を
持
ち
な

が
ら
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を
問
う

【
質

問
】
6
年
度
以
降
も
継
続

す
る
と
と
も
に
、
区
長
会
な
ど
へ

の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
推
進
の
た
め
に
、
6
年
度
も

継
続
す
る
。
ま
た
、
区
長
会
に
お

い
て
、
国
や
都
に
財
源
保
障
な
ど

を
求
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

史
跡
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
金
沢
市
に
対
し
て
、

史
跡
公
園
整
備
へ
の
協
力
を
仰
ぎ
、

予
定
よ
り
早
く
整
備
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
整
備
に
一
定
の
時
間

が
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。
整
備

期
間
中
で
も
、
多
く
の
方
が
来
場

し
、
体
験
で
き
る
手
法
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
金
沢
市
の
協
力
の

も
と
展
示
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

工
夫
し
た
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

児
童
発
達
支
援
事
業
を
問
う

【
質

問
】
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
の
整
備
計
画
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
児
童
発
達
支
援
事
業
の
整
備
に

つ
い
て
、
対
策
と
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
と
並
行
し
て
、
5
年
10
月
に

事
業
者
の
公
募
を
開
始
し
て
お
り
、

5
年
度
中
は
事
業
者
を
決
定
す
る

予
定
。
今
後
は
7
年
3
月
の
開
設

を
め
ざ
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

板
橋
駅
西
口
駅
前
広
場
を
問
う

【
質

問
】
引
き
続
き
交
番
の
設

置
に
向
け
た
要
望
へ
の
取
組
み
を

求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
よ
り
一
層
の
安
心
・

安
全
の
た
め
、
板
橋
警
察
署
な
ど

に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
特
殊
詐

欺
へ
の
対
策
、
脱
炭
素
社
会
（
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
）
の
実
現
に
向
け
て

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

一
島
ひ
ろ
し

田
中
し
ゅ
ん
す
け

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
す
く
す
く
カ
ー
ド
で

利
用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
移
動
支
援
や
お
む
つ
の

支
給
な
ど
を
追
加
す
べ
き
。

【
区

長
】
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
提
案
の
内

容
を
含
め
、
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し

を
継
続
し
て
い
く
。

教
員
の
働
き
方
改
革
を
問
う

【
質

問
】
教
員
の
長
時
間
労
働

が
改
善
さ
れ
な
い
要
因
と
な
っ
て

い
る
給
特
法
を
含
め
、
教
員
の
処

遇
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
中
央
教
育
審
議
会
で

は
、
給
特
法
の
改
正
を
含
め
、
6

年
の
春
を
め
ど
に
、
方
向
性
を
示

す
方
針
で
あ
る
。
国
の
動
向
を
注

視
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
分
別
回
収
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
成
果
品

と
し
て
、
区
民
に
わ
か
り
や
す
く

還
元
す
る
よ
う
な
事
業
の
検
討
を
。

【
区

長
】
区
民
へ
の
さ
ら
な
る

実
正
や
す
ゆ
き

（
公
明
党
）

（
8
面
に
続
く
）
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周
知
や
普
及
啓
発
を
検
討
し
て
い

く
中
で
、
成
果
品
の
制
作
を
含
め
、

様
々
な
可
能
性
を
追
求
し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
民
の
防
災
啓
発
の

推
進
を
図
る
た
め
、
防
災
用
品
が

入
っ
た
非
常
持
出
袋
を
全
世
帯
に

無
償
配
布
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
在
は
、
非
常
持
出

袋
の
全
世
帯
配
布
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、
い
た
ば
し
防
災
プ
ラ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
様
々
な
機

会
を
通
し
て
、
防
災
意
識
の
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
支
援
を
問
う

【
質

問
】
区
が
主
体
と
な
っ
た

互
助
運
送
事
業
や
補
助
制
度
を
導

入
す
べ
き
。

【
区

長
】
共
助
に
よ
っ
て
解
決

す
る
方
策
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
試

み
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
自
治
体

の
動
向
を
参
考
に
し
つ
つ
、
調
査

・
研
究
し
て
い
く
。

自
動
二
輪
車
な
ど
の
利
用
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
再
開
発
事
業
に
お
い

て
、
自
動
二
輪
車
な
ど
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
重
点
的
に
計
画

し
て
い
く
べ
き
。

【
区

長
】
施
設
建
築
物
の
設
計

を
実
施
す
る
際
に
は
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
設
置
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
検
討
す
る
よ
う
再
開
発
組
合
に

指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

成
増
駅
南
口
エ
リ
ア
の
公
衆
喫
煙

所
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
朝
の
通
勤
時
間
や
夜

間
に
お
い
て
も
利
用
可
能
な
分
煙

喫
煙
所
の
設
置
を
再
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
新
設
さ
れ
る
公
衆
喫

煙
所
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
主
権
者
教
育
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

（
7
面
か
ら
続
く
）

地
域
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
問
う

【
質

問
】
現
役
世
代
や
若
者
が

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
電
子
回
覧
板
の
導
入
を
進
め

る
べ
き
。

【
区

長
】
電
子
回
覧
板
の
メ
リ

ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
洗
い
出
し
、

導
入
に
係
る
負
担
や
効
果
な
ど
、

多
角
的
に
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
4
年
度
か
ら
地
域
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
「
シ
ニ

ア
に
や
さ
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
会
」
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
支
援
を
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
5
年
8
月
よ
り
、
ふ

れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
に
向
け
、

対
応
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

【
質

問
】
町
会
・
自
治
会
へ
の

加
入
促
進
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

【
区

長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
た
活
動
紹
介
や
転
入
手

続
時
の
窓
口
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
な
ど
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
加
入
促
進
の
ブ

ー
ス
な
ど
を
設
置
す
る
地
区
に
、

補
助
金
を
増
額
交
付
し
て
い
る
。

教
育
に
資
す
る
新
聞
配
備
を
問
う

【
質

問
】
新
聞
販
売
店
か
ら
の

寄
贈
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
向
け

新
聞
な
ど
の
購
入
費
を
含
め
、
学

校
図
書
予
算
を
確
保
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
引
き
続
き
各
学
校
に

お
い
て
、
新
聞
を
含
め
図
書
の
購

入
予
算
を
確
保
し
、
探
究
的
な
学

習
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

公
園
内
の
危
機
管
理
を
問
う

【
質

問
】
移
動
式
防
犯
カ
メ
ラ

の
増
設
計
画
が
必
要
。
見
解
は
。

【
区

長
】
増
設
は
実
績
や
効
果

を
勘
案
し
検
討
す
る
。
併
せ
て
、

自
動
販
売
機
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
内

蔵
さ
せ
る
検
討
を
行
い
、
早
け
れ

ば
6
年
度
に
試
行
を
開
始
す
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】「
ず
っ
と
住
む
な
ら
、

板
橋
区
」
を
実
現
す
る
た
め
の
空

き
家
対
策
の
具
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
優
良
な
ス
ト
ッ
ク
の

空
き
家
対
策
と
し
て
、
住
宅
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
4
年
度
の
区
内
転
居
成
約

件
数
は
、
1
1
6
2
件
で
あ
っ
た
。

【
質

問
】
徳
丸
三
丁
目
郵
政
宿

舎
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
が
で
き
る
か
。

【
区

長
】
働
き
か
け
と
し
て
は
、

適
宜
、
所
有
者
の
意
向
を
確
認
す

る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
方
針
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
適

切
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
内
書
店
の
活

性
化
と
障
が
い
者
雇
用
の
充
実
、

ハ
ト
・
カ
ラ
ス
・
野
鳥
の
給
餌
に

よ
る
区
民
環
境
改
善
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

い
が
ら
し
学

（
公
明
党
）

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
徳
丸
三
丁
目
の
日
本

郵
便
所
有
の
官
舎
跡
に
、
防
災
機

能
も
兼
ね
備
え
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
公
園
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
所
有
者
か
ら
活
用
計

画
や
売
却
の
可
能
性
な
ど
の
意
向

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
対
応

方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

高
齢
者
紙
お
む
つ
等
助
成
事
業
は

介
護
度
に
応
じ
た
上
限
設
定
を

【
質

問
】
要
介
護
4
・
5
の
方

へ
の
上
限
額
を
増
や
し
、
自
己
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
を
求
め

る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
紙
お
む
つ
の
必
要
枚

数
及
び
自
己
負
担
の
増
加
の
実
態

に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
、
制
度

全
体
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
空
き
家
対
策
・

老
朽
建
築
物
件
の
近
隣
住
民
支
援
、

発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
・
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ

ー
導
入
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

し
い
な
ひ
ろ
み

（
無
所
属
議
員
）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

●会議は原則として午前10時に開会予定です（議会運営
委員会は午後1時から）。日時は変更となる場合があ
ります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の10日
前、ヒアリングループ（磁気誘導ループ）の利用（委
員会室のみ）は希望日の3日前（土日祝日を除く）ま
でにお申し込みください。

●本定例会中に審査を希望される請願・陳情につきまし
ては、2月5日（月）午後3時までにご提出ください。

●本会議及び予算審査特別委員会（総括質問）の様子は、
インターネットでライブ中継及び録画配信を行います。
ホームページよりご覧ください。

可決した意見書

固定資産税及び都市計画税の
軽減措置継続に関する意見書（要旨）

小規模事業者を取り巻く環境は、雇用不安の拡大や
後継者不足などに加え、エネルギー・食料品価格など
の物価高騰など、コロナ禍前にも増して深刻な状況に
ある。
都民の生活や小規模事業者の経営の安定のため、固

定資産税及び都市計画税の軽減措置を継続するよう、
都に対し、下記の事項について強く要請する。

記
1 小規模住宅用地に対する都市計画税を2分の1と
する軽減措置を継続すること

2 小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計
画税を2割減額する減免措置を継続すること

3 商業地等における固定資産税及び都市計画税につ
いて負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置
を継続すること

令和5年12月14日

令和6年第1回定例会の開会予定

2月6日（火） 告示、議会運営委員会

2月14日（水） 本会議（一般質問）、予算審査特別委員会

2月15日（木）
企画総務委員会、区民環境委員会、健康福祉委員会

予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

2月16日（金）
都市建設委員会、文教児童委員会

予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

2月20日（火） 議会運営委員会

2月21日（水） ブランド戦略推進調査特別委員会、介護支援調査特別委員会

2月22日（木） 災害対策調査特別委員会、ゼロカーボンシティ推進調査特別委員会

2月27日（火） 予算審査特別委員会（補正予算に対する総括質問）

2月28日（水） 議会運営委員会

2月29日（木） 本会議（区長による施政方針説明）

3月5日（火） 本会議（代表質問）

3月7日（木） 予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

3月8日（金） 予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

3月14日（木）

予算審査特別委員会（当初予算に対する総括質問）3月15日（金）

3月19日（火）

3月21日（木） 議会運営委員会

3月22日（金） 本会議

令和6年（２０２４年）１月１日（８）い た ば し 区 議 会 だ よ り第207号


